
発行／北斗市議会 監修／北斗市議会運営委員会 表紙／大野小学校入学式

第１回定例会の概要
こんなことが決まりました・・・・・・・・・・・１
一般質問（９名）・・・・・・・・・・・・・・・５
委員会活動をお知らせします・・・・・・・・・１４
一部事務組合・広域連合議会の動き・・・・・・１８
議会日誌・編集後記・・・・・・・・・・・・・１９

№７９
令和６年４月
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第１回定例会
　令和6年第1回定例会は、3月5日から22日までの18日間の会期で開催され、一般質問のほか、令和6年度
各会計予算、令和5年度各会計補正予算、条例の一部改正などについて審議しました。

こここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここことととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししこんなことが決まりましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

令和６年度予算　　
［一般会計総額］　228億5,003万7,000円
［特別会計総額］　101億7,113万8,000円

原案可決

令和６年度予算総額　対前年比

対前年比予　算　額会　計　名

6億3,691万6千円228億5,003万7千円一般会計

1億1,486万3千円101億7,113万8千円特別会計

△437万1千円48億5,027万6千円国民健康保険事業特別会計

7,217万0千円7億3,062万3千円後期高齢者医療事業特別会計

6,372万5千円45億6,455万1千円介護保険事業特別会計

△1,673万1千円2,509万0千円土地区画整理事業特別会計

7万0千円59万8千円渡島公平委員会特別会計

 14ページの「委員会活動をお知らせします」で詳細をご覧ください

〇水道事業会計

1,077万3千円7億4,300万4千円収益的支出

△1,794万0千円6億5,523万8千円資本的支出

〇下水道事業会計

1,851万1千円11億9,457万5千円収益的支出

△3,789万1千円9億2,189万1千円資本的支出
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2億3,638万8千円追加

245億7,596万2千円総
額

●一般会計の主な内容

補正の理由補正額項目

水田から畑地へ転作を行う
農業者への補助金等のため

4,001万6千円
追加

農業活性化対策・農業振
興事業経費

富川団地外壁等改修工事及
び久根別団地給排水管更新
工事のため

1億3,738万
6千円追加

市営住宅長寿命化事業経
費

小学校3校、中学校2校に
対する空調設備設置工事の
ため

8,263万2千円
追加

小学校施設改修事業経費
（空調設備設置工事分）

9,021万1千円
追加

中学校施設改修事業経費
（空調設備設置工事分）

学校トイレ洋式化改修工事
にて残額が発生したため

29万7千円
減額

小学校施設改修事業経費
(学校トイレ洋式化改修
工事分）

農業活性化対策・
農業振興事業経費

Ｑ　畑地化促進事業補助金とはど
のような補助金なのか。

Ａ　水田を畑地化して畑作物の本
作化に取り組む農業者に対し、
生産が安定するまでの一定期間、
継続的に支援を行うものです。

総　　　額補　正　額会　計　名(補正番号)

50億1,785万9千円1億2,970万4千円追加国民健康保険事業特別会計補正予算(第４号)

6億5,160万7千円684万6千円減額後期高齢者医療事業特別会計補正予算(第１号)

46億4,242万1千円4,965万9千円追加介護保健事業特別会計補正予算(第４号)

7億2,222万8千円936万9千円減額水道事業会計補正予算(第３号)　 〈収益的支出〉

6億6,268万9千円1,048万9千円減額水道事業会計補正予算(第３号)　 〈資本的支出〉　

11億2,627万5千円5,028万1千円減額下水道事業会計補正予算(第３号) 〈収益的支出〉

8億5,078万9千円1億899万3千円減額下水道事業会計補正予算(第３号) 〈資本的支出〉

令和５年度　一般会計補正予算

令和５年度　各会計補正予算

令和6年度に空調設備工事が
予定されている沖川小学校

外壁等改修を行う富川団地

原案可決

すべて原案可決

令和５年度一般会計補正予算（第９号）にて2億3,638万8千円を
追加し、総額を245億7,596万2千円とするものです。

小学校施設改修事業経費
Ｑ　小・中学校のトイレの洋式化
率については。

Ａ　令和5年度は谷川小学校に11
基、大野中学校に19基を洋式化
しており、今後3カ年で、市内
小・中学校のトイレを90パーセ
ント以上洋式化する予定です。
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▼条　　例

▼そ の 他

結　　果付　　　　　　　託案　　　　　　　　　　件

原案可決総務常任委員会へ付託地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定

原案可決総務常任委員会へ付託北斗市職員定数条例の一部改正

原案可決総務常任委員会へ付託北斗市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び北斗市職
員の育児休業等に関する条例の一部改正

原案可決総務常任委員会へ付託北斗市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

原案可決文教厚生常任委員会へ付託
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う国民健康保険税の減免に関する
特例条例及び新型コロナウイルス感染症の影響に伴う介護保険料の減免
に関する特例条例の廃止

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市介護保険条例の一部改正

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市介護保険料率の特例に関する条例の一部改正

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市介護保険施設サービス利用料の助成に関する条例の一部改正

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関
する条例の一部改正

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営の
基準等に関する条例の一部改正

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定め
る条例の一部改正

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定め
る条例の一部改正

原案可決文教厚生常任委員会へ付託北斗市奨学金条例の一部改正

原案可決産業建設常任委員会へ付託北斗市畑地かんがい用水施設管理条例の制定

原案可決産業建設常任委員会へ付託北斗市火入れに関する条例の一部改正

原案可決産業建設常任委員会へ付託北斗市営牧場条例の一部改正

原案可決産業建設常任委員会へ付託北斗市手数料徴収条例の一部改正

原案可決産業建設常任委員会へ付託北斗市営住宅条例の一部改正

 14ページの「委員会活動をお知らせします」で詳細をご覧ください

結　　果付　　　　　　　託案　　　　　　　　　　件
原案可決総務常任委員会へ付託北斗市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定の取消し

原案可決産業建設常任委員会へ付託北斗市観光交流センターにおける指定管理者の指定
（指定管理者：一般社団法人北斗市観光協会）

原案可決産業建設常任委員会へ付託市道路線の認定（押上16号線）

原案可決財産の取得
〇小学校指導用教科書の購入

 14ページの「委員会活動をお知らせします」で詳細をご覧ください
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▼同　　意

▼諮　　問

第１回臨時会
　令和6年第1回臨時会は、1月23日に開催され、令和5年度一般会計補正予算、条例の一部改正（1件）に
ついて審議しました。

▼条　　例

●一般会計の主な内容

補正の理由補正額項目

物価高騰の影響により、苦
しい生活を強いられている
低所得者に対する追加支援
として国が実施する、低所
得世帯支援給付金の支給に
要する経費のため

1億7,250万円
追加低所得世帯支援給付金

160万1千円
追加職員給与費

総　　　額補　正　額会　計　名(補正番号)

243億3,957万4千円1億7,999万8千円追加一般会計補正予算（第８号）

原案可決

低所得世帯支援給付金
Ｑ　親と同居していない18歳以
下の子どもについては、支給対
象となるのか。

Ａ　同居していなくても監護して
いることを申請すれば、支給対
象となります。

結　　果案　　　　　　　　　　件

原案可決

北斗市手数料徴収条例の一部改正
〇戸籍法の一部が改正され、既存の法務省の戸籍情報システムを活用し、本籍地以外での戸籍謄本等の交付やパ
スポートの申請など、行政機関等における手続きの際に要した戸籍謄本等の添付を不要とするための事務が可
能となることから、これらの事務に係る手数料を地方公共団体の手数料の標準に関する政令に準じて定めるも
ので、戸籍法の一部を改正する法律の施行に併せ本年3月1日から施行しようとするもの

結　　果案　　　　　　　　　　件
原案同意教育長の選任につき同意を求める件　（川原　弘成 氏）

原案同意教育委員会委員の選任につき同意を求める件　（福地　智 氏）

原案同意固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求める件　（小林　廣司 氏、阿部　幸三 氏、伊勢　美智子 氏）

結　　果案　　　　　　　　　　件
異議なく答申人権擁護委員の推せんにつき意見を求める件　（大折　伸明 氏）
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問
　
米
政
策
に
よ
る
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
急
激
な
見
直
し
の
中
で
、
国
の
政
策
転

換
や
交
付
金
な
ど
に
変
化
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
交
付
対
象

水
田
の
見
直
し
で
、
今
後
の
北
斗
市
農
業
へ
の

影
響
と
市
と
し
て
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
（
市
長
）
見
直
し
に
よ
っ
て
懸
念
さ
れ
る
こ

と
は
、
賃
貸
借
契
約
や
使
用
貸
借
契
約
に
よ
り
、

所
有
者
以
外
の
農
業
者
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
て

き
た
農
地
が
、
交
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
く
な

っ
た
場
合
、
そ
の
後
の
契
約
更
新
が
行
わ
れ
な

く
な
る
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
、
新
た
な
借
り

手
が
見
つ
か
ら
な
い
農
地
は
、
耕
作
放
棄
地
と

な
る
可
能
性
や
地
域
農
業
の
衰
退
、
食
料
自
給

率
の
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
国
で
は
、
令
和
４
年
度
に
様
々
な
懸
念
に
対

し
、
水
田
を
畑
地
化
し
畑
作
物
の
本
作
化
す
る

農
業
者
に
生
産
が
安
定
す
る
ま
で
の
一
定
期
間
、

継
続
的
に
農
業
者
を
支
援
す
る
「
畑
地
化
促
進

事
業
」
な
ど
を
創
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
と

し
て
は
、
今
後
も
水
田
と
し
て
活
用
を
行
わ
な

い
農
業
者
に
対
し
、
個
別
の
聞
き
取
り
等
を
行

い
、
助
成
を
申
請
す
る
よ
う
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
に
対
し
て
は
、
北
海
道
市
長
会
な

ど
を
通
じ
、
必
要
な
対
策
を
講
ず
る
よ
う
、
要

望
し
て
ま
い
り
た
い
。

ワ
イ
ン
に
よ
る
地
域
振
興
に
関
す
る
件

問
　
文
月
・
向
野
６
次
産
業
化
協
議
会
に
よ
る

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
核
と
し
た
関
連
事
業
は
国
及
び

北
斗
市
に
よ
る
支
援
を
受
け
、
各
事
業
計
画
が

順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
協
議

会
の
各
事
業
者
の
事
業
の
進
捗
状
況
及
び
事
業

予
定
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
現
在
、
文
月
・
向
野
地
区
に
は
、

北
斗
市
が
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
栽
培
の
適
地
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
、
複
数
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
や
農

泊
施
設
の
建
設
な
ど
が
進
ん
で
お
り
、
市
と
し

て
も
財
政
的
支
援
を
は
じ
め
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

い
ま
す
。

　
各
事
業
者
の
事
業
の
進
捗
状
況
及
び
予
定
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
９
月
に
２
事
業
者
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
が
完
成
し
、
初
醸
造
が
行
わ
れ
、
他

の
１
事
業
者
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
秋
頃
の
完
成
に
向
け
て
順
調
に
工
事
が

進
ん
で
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
北
斗
市
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
醸
造
し
た

ワ
イ
ン
が
日
本
全
国
や
海
外
に
て
提
供
さ
れ
、

本
市
の
知
名
度
向
上
に
資
す
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
泊
施
設
に
関
し
て
は
、
資
材
や
建

設
費
の
上
昇
等
の
要
因
に
よ
り
、
国
の
補
助
金

も
含
め
た
事
業
計
画
の
精
査
を
改
め
て
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
農
泊
施
設
整
備
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
は
、
遅
延
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
来
年
度
も
ワ
イ
ン
に
よ
る
地

域
活
性
化
検
討
会
議
を
開
催
し
、
ワ
イ
ン
を
核

と
し
た
地
域
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、

観
光
振
興
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
分
野
へ
の

効
果
の
波
及
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

北
斗
市
商
店
街
等

　
　
元
気
づ
く
り
事
業
補
助
金
に
関
す
る
件

問
　
補
助
金
を
受
け
て
い
る
事
業
主
の
中
で
経

営
状
態
に
つ
い
て
指
導
・
助
言
を
行
っ
た
が
改

善
確
認
の
な
い
事
業
主
が
あ
り
ま
し
た
。

　
改
善
確
認
の
な
か
っ
た
事
業
主
の
現
状
で
の

経
営
状
況
と
事
業
確
認
後
の
状
況
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
訪
問
調
査
で
改
善
確
認
の
な
か
っ

た
事
業
者
の
う
ち
、
２
件
の
事
業
者
に
つ
い
て

は
、
昨
年
　
月
ま
で
に
事
業
計
画
や
制
度
の
趣

10

旨
に
沿
っ
た
経
営
に
改
善
さ
れ
て
お
り
、
１
件

の
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
休
止
し
て
い
た
飲
食

部
門
を
今
月
か
ら
再
開
す
る
旨
の
説
明
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
国
の
新
た
な
財
政
支
援
を
見
極
め
つ

つ
、
若
年
層
や
高
年
齢
者
、
女
性
の
起
業
を
促

し
、
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
制
度
と
し
て
有

効
に
機
能
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

工
藤
　
秀
子
　
議
員 録画映像

農
業
経
営
安
定
化
に
関
す
る
件

問
　
水
田
活
用
の
直
接
交
付
金
の

見
直
し
に
よ
り
今
後
の
北
斗

市
農
業
へ
の
影
響
は

答
　
市
　
長

　
　
交
付
金
の
対
象
外
と
な
っ
た

農
地
は
耕
作
放
棄
地
に
な
る

可
能
性
や
地
域
農
業
の
衰
退

な
ど
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
懸

念
さ
れ
る

北斗市内の水田（春）

問
　
協
議
会
の
各
事
業
者
に
よ
る

事
業
の
進
捗
状
況
は

答
　
市
　
長

　
　
２
事
業
者
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が

５
年
秋
に
完
成
し
、
１
事
業

者
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
６
年
秋

に
完
成
予
定
、
農
泊
施
設
に

つ
い
て
は
遅
延
の
見
込
み

問
　
改
善
確
認
の
な
か
っ
た
事
業

主
の
そ
の
後
の
状
況
は

答
　
市
　
長

　
　
事
業
計
画
や
制
度
に
沿
っ
て

改
善
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
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６ 北斗市　議会だより

問
　
近
年
、
全
国
は
も
ち
ろ
ん
全
世
界
的
に
み

て
も
災
害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
災
害
対
策
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
考
え

方
で
進
め
ら
れ
、
本
市
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で

様
々
な
準
備
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
５

年
　
月
に
策
定
さ
れ
た
北
斗
市
地
域
防
災
計
画

10
に
基
づ
く
直
近
の
対
策
状
況
に
つ
い
て
、
以
下

に
質
問
致
し
ま
す
。

茨
食
料
そ
の
他
の
物
資
の
確
保
と
し
て
、
計
画

で
は
、「
避
難
所
等
で
必
要
と
な
る
食
料
、
飲
料

水
、
生
活
必
需
品
、
衛
生
用
品
、
燃
料
、
そ
の

他
の
物
資
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
発
災
か
ら
３

日
目
ま
で
に
必
要
な
数
量
（
住
民
持
参
分
を
除

く
）
を
備
蓄
す
る
よ
う
努
め
る
」
と
あ
り
ま
す

が
、
現
在
想
定
し
て
い
る
避
難
所
生
活
人
数
及

び
現
在
の
備
蓄
状
況
に
つ
い
て
、
上
記
項
目
別

に
そ
れ
ぞ
れ
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

芋
公
助
機
能
の
中
に
は
、
資
材
の
運
搬
や
搬

入
・
避
難
所
開
設
の
準
備
も
含
ま
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
職
員
の
訓
練
実
績
や
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

鰯
共
助
へ
の
支
援
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
茨
市
で
は
、
令
和
９
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
第
２
期
北
斗
市
防
災
備
蓄
計

画
に
お
い
て
、
函
館
平
野
西
縁
断
層
帯
地
震
で

想
定
さ
れ
る
避
難
者
６
千
人
を
念
頭
に
備
蓄
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
、
食
料
・
飲

料
水
の
備
蓄
量
は
、
１
日
分
の
約
１
万
８
千
食
、

備
蓄
率
と
し
て
は
約
　
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ

33

と
か
ら
、
引
き
続
き
備
蓄
を
進
め
る
と
と
も
に
、

既
に
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
民
間
事
業
者

か
ら
の
調
達
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
平
時

か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
生
活
必
需
品
、
衛
生
用
品
と
し
て
は
、
毛
布
・

敷
マ
ッ
ト
、
生
理
用
品
、
お
む
つ
、
簡
易
ト
イ

レ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
毛
布
・
敷
マ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
同
じ
物
を
使
い
続
け
て
い
た
だ
く
前
提

と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
、
３
日
分
備
蓄

さ
れ
て
お
り
、
率
と
し
て
は
　
パ
ー
セ
ン
ト
と

100

な
り
ま
す
。

　
燃
料
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
停
電
時
の
暖
房

及
び
電
源
対
策
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
消

防
法
上
の
保
管
の
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
極

力
備
蓄
を
し
な
く
て
済
む
よ
う
、
ま
ず
は
主
要

指
定
避
難
所
に
非
常
用
電
源
装
置
を
整
備
し
て

お
り
、
非
常
用
電
源
が
な
い
避
難
所
用
と
し
て
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
の
ス
ト
ー
ブ
と
発
電
機
を
備
蓄
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

芋
直
近
で
職
員
の
訓
練
を
実
施
し
た
の
は
、
令

和
３
年
度
に
北
海
道
が
主
催
し
、
北
斗
市
が
共

催
と
い
う
立
場
で
参
加
し
た
厳
冬
期
訓
練
が
あ

り
、
約
　
名
の
職
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

50

　
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
に

海
溝
型
巨
大
地
震
を
想
定
し
た
防
災
総
合
訓
練

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
津
波
避
難
や

避
難
所
の
開
設
・
運
営
、
本
部
移
転
訓
練
な
ど

を
と
お
し
て
、
市
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
・

知
識
の
向
上
、
職
員
の
さ
ら
な
る
対
応
能
力
の

伸
展
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

鰯
災
害
発
生
時
に
は
、
市
や
消
防
な
ど
に
よ
る

公
的
支
援
に
は
限
界
が
あ
り
、
町
内
会
を
中
心

と
し
た
自
主
防
災
組
織
な
ど
、
共
助
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
市
と
し

て
、
自
主
防
災
活
動
の
促
進
を
図
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に

必
要
と
な
る
防
災
資
材
の
購
入
を
支
援
し
、
組

織
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組

織
の
活
動
の
中
心
と
な
る
防
災
士
を
養
成
す
る

た
め
、
資
格
取
得
に
必
要
な
経
費
の
助
成
を
実

施
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
も
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
、
町
内
会
な
ど
の
防
災
研
修
に

職
員
が
出
向
き
、
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
解
説
と
い
っ
た
こ
と
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
機
会
を
と
お
し
、
各

町
内
会
の
実
情
に
あ
っ
た
自
主
防
災
活
動
に
つ

い
て
、
と
も
に
考
え
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、

自
主
防
災
組
織
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
防
災
力

の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
大
規
模
災
害
時
に
各
避
難
所
を
開
設
す
る

際
の
指
揮
系
統
を
現
段
階
で
ど
の
よ
う
に
想
定

し
て
い
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）
こ
れ
ま
で
大
規
模
な
災
害
で

避
難
者
を
受
け
入
れ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

指
示
を
的
確
に
行
う
こ
と
は
大
き
な
課
題
と
考

え
て
お
り
、
令
和
６
年
度
に
防
災
総
合
訓
練
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
そ
の
中
で
避
難
所
開
設
、

運
営
訓
練
を
職
員
が
的
確
に
実
施
で
き
る
よ
う

訓
練
に
望
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
も
訓
練
等
を
行
い
ま
す
が
、
職

員
だ
け
で
は
限
界
も
あ
り
ま
す
の
で
、
町
内
会

や
自
主
防
災
組
織
と
い
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
持

ち
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、

運
営
に
当
た
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
連
携
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
々
木
　
亮
　
議
員 録画映像

北
斗
市
地
域
防
災
計
画
に
関
す
る
件

令和５年改訂の北斗市防災ハンドブック

問
　
共
助
へ
の
支
援
の
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て

答
　
市
　
長

　
　
防
災
士
の
資
格
取
得
に
係
る

経
費
助
成
な
ど
を
継
続
す
る
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７北斗市　議会だより

問
　
公
共
施
設
等
が
こ
れ
か
ら
大
量
に
更
新
時

期
を
迎
え
る
一
方
で
、　
歳
～
　
歳
の
生
産
年

15
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齢
人
口
が
減
少
し
、
市
税
収
入
の
増
加
が
難
し

い
状
況
と
な
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
人
口
減
少
等
に
よ
り
、
今
後
の
施

設
利
用
等
の
需
要
が
変
化
し
て
い
く
中
、
施
設

総
量
の
最
適
化
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
次
の
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

茨
施
設
の
統
廃
合
、
全
体
総
量
の
圧
縮
に
向
け

て
、
施
設
の
廃
止
、
売
却
や
転
用
等
ど
の
よ
う

な
計
画
で
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

芋
利
用
率
が
低
い
施
設
に
つ
い
て
、
利
用
率
向

上
に
向
け
て
の
施
策
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

鰯
今
後
の
更
新
に
掛
か
る
費
用
に
関
し
、
平
準

化
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
か
。

答
（
市
長
）
茨
施
設
の
統
廃
合
な
ど
に
関
す
る

こ
れ
ま
で
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
市
で
は
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
以
前
か
ら
市

営
住
宅
や
公
園
施
設
な
ど
の
個
別
施
設
計
画
や

修
繕
計
画
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
市
と
し
て

こ
れ
ま
で
、
老
朽
化
に
よ
る
利
用
度
の
減
少
を

主
な
理
由
と
し
て
、　
件
を
超
え
る
管
理
施
設

50

の
削
減
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
個
別
施
設
計
画
や
修
繕
計
画
な
ど
に

基
づ
き
、
劣
化
度
や
利
用
度
を
勘
案
し
な
が
ら
、

適
切
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

芋
施
設
の
利
用
率
向
上
に
向
け
て
の
施
策
等
に

つ
い
て
、
市
内
公
共
施
設
全
体
の
利
用
状
況
は
、

平
成
　
年
度
を
　
と
し
た
場
合
、
令
和
元
年
度

26
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で
は
　
、
令
和
４
年
度
で
は
　
と
、
コ
ロ
ナ
禍

86
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の
影
響
は
あ
る
も
の
の
、
人
口
減
少
な
ど
も
影

響
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
、
大
き
く
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
利
用
率
の
向
上
は
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し

た
健
康
づ
く
り
や
各
種
サ
ロ
ン
な
ど
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
か
し
た
取
り
組
み
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
積
極
的
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
前
提
と
な
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
施
設
と
し

て
は
、
空
調
設
備
の
完
備
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な

ど
に
よ
る
施
設
の
機
能
向
上
と
な
り
ま
す
が
、

市
で
は
施
設
の
維
持
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

鰯
更
新
費
用
の
平
準
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
施
設
の
維
持
を
基
本
的
な
考
え
方

と
し
つ
つ
、
劣
化
度
や
利
用
度
の
見
通
し
な
ど

も
勘
案
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
統
廃
合
な
ど
と

い
っ
た
選
択
肢
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
大
規
模
修
繕
な
ど
が
必
要
な
施

設
の
更
新
費
用
は
、
財
政
措
置
の
あ
る
起
債
事

業
な
ど
に
よ
り
財
政
負
担
を
軽
減
・
平
準
化
す

る
と
と
も
に
、
民
間
活
力
の
導
入
も
検
討
し
、

質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
健
全
な
行

財
政
運
営
と
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら
適
切
な
施

設
の
再
配
置
を
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
。

答
（
教
育
長
）
文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
の
統

合
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
と
い
う
指
示
も
あ
り
、

そ
の
た
め
に
４
ク
ラ
ス
以
上
の
学
校
づ
く
り
を

し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
う
な
る
と
地
域
で
は
、
ほ
と
ん

ど
学
校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
残
し
て
い
く
た
め
に
特
色
の
あ
る
学
校

づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
斗
市
で
は
、
特
色
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
に
、
土
曜
授
業
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
ど
う
し
て
も
人
数
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
学
校
も
あ
る
の
で
、
今
後
ど
う
あ
る

べ
き
な
の
か
と
い
う
の
を
地
域
と
一
緒
に
教
育

委
員
会
の
ほ
う
で
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
認
校
制
度
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
小
規
模
校
だ

か
ら
と
い
っ
て
な
く
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な

考
え
方
に
は
今
の
と
こ
ろ
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

答
（
市
長
）
市
内
の
特
に
小
学
校
に
関
し
て
言

え
ば
、
新
設
さ
れ
た
学
校
以
外
は
す
べ
て
　
年
150

の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
学
校
で
す
。

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
も
あ
り
ま
す

し
、
ま
た
、
そ
こ
の
地
域
の
文
化
の
場
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
公
共
施
設
、
こ
れ
は
市

民
の
皆
さ
ん
が
利
用
す
る
大
事
な
施
設
な
の
で
、

統
廃
合
も
含
め
た
中
で
き
ち
ん
と
今
後
議
論
し

て
ま
い
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
形
で
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

伊
藤
　
洋
平
　
議
員 録画映像

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
件

問
　
公
共
施
設
の
統
廃
合
、
全
体

総
量
の
圧
縮
に
向
け
て
ど
の

よ
う
に
進
め
ら
れ
る
か

答
　
市
　
長

　
　
個
別
施
設
計
画
な
ど
に
基
づ

き
、
劣
化
度
や
利
用
度
を
勘

案
し
て
適
切
な
配
置
に
努
め

た
い

北斗市の特認校小中学校



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

８ 北斗市　議会だより

問
　
北
斗
市
の
子
ど
も
た
ち
は
、
令
和
５
年
４

月
に
行
わ
れ
た
調
査
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
教

科
で
全
国
・
全
道
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
新
た
な
対
策
を
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
（
教
育
長
）
市
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に

沿
っ
た
授
業
改
善
研
修
会
、
先
進
地
視
察
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
度
に

お
い
て
は
、
教
頭
、
主
幹
の
ほ
か
、
一
般
教
諭

の
先
進
地
視
察
を
進
め
て
お
り
、
教
育
委
員
会

及
び
教
職
員
が
構
成
す
る
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
中
心
と
な
っ
て
授
業
改
善
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲

の
向
上
を
図
る
た
め
、
今
後
も
、
さ
ら
な
る
教

職
員
の
意
識
改
革
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
な
お
、
学
習
状
況
の
調
査
結
果
で
は
、
学
力

向
上
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
と
学
校
に

よ
る
協
力
が
引
き
続
き
必
要
で
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

保
育
施
設
の
潜
在
的
待
機
児
童
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
件

問
　
働
き
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
、
育
児
中

の
家
族
は
、
預
け
た
い
時
に
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
環
境
の
地
域
に
住
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
北
斗
市
の
保
育
施
設
の
潜
在
的
待
機
児
童
数

に
つ
い
て
、
お
伺
い
し
ま
す
。

茨
令
和
５
年
４
月
と
　
月
の
潜
在
的
待
機
児
童

10

数
は
。

芋
令
和
５
年
度
に
潜
在
的
待
機
児
童
の
い
な
か

っ
た
月
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
茨
潜
在
的
待
機
児
童
数
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
４
月
は
　
名
、　
月
は
　
名
と
な
っ

22

10

11

て
い
ま
す
。

芋
令
和
５
年
度
に
潜
在
的
待
機
児
童
の
い
な
か

っ
た
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
　
月
に
な
る
と
減
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

10

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）
市
で
は
、
毎
月
保
育

施
設
入
所
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
お
り
、
申
し

込
み
さ
れ
た
方
の
８
割
の
方
が
１
カ
月
以
内
に
、

残
り
の
２
割
の
方
が
平
均
３
カ
月
程
度
で
入
所

さ
れ
て
い
る
状
況
で
、
４
月
と
　
月
の
差
は
、

10

毎
月
入
所
と
退
所
が
繰
り
返
さ
れ
る
た
め
、
そ

の
差
分
に
な
り
ま
す
。

北
海
道
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工
事

　
　
　
　
　
　
　
掘
削
発
生
土
に
関
す
る
件

問
　
北
海
道
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
掘
削
土
の

対
策
土
を
受
け
入
れ
た
村
山
地
区
受
入
地
で
は
、

地
下
水
か
ら
国
の
基
準
値
を
超
え
る
セ
レ
ン
が

検
出
さ
れ
続
け
て
お
り
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
は
、

セ
レ
ン
浄
化
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
中
で
す
。

　
ま
た
、
柳
沢
地
区
仮
置
場
に
お
い
て
は
、
レ

イ
ア
ウ
ト
変
更
に
よ
り
受
入
土
量
を
拡
大
し
、

対
策
土
を
受
け
入
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
以
下
の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

茨
セ
レ
ン
浄
化
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
状
況

芋
柳
沢
地
区
仮
置
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
状
況

及
び
対
策
土
の
受
入
状
況

答
（
市
長
）
茨
本
シ
ス
テ
ム
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
昨
年
　
月
か
ら
、
処
理
を
加
速
さ
せ
る
た

12

め
、
１
日
当
た
り
の
稼
働
時
間
を
８
時
間
か
ら

　
時
間
へ
と
変
更
し
、
１
日
当
た
り
約
２
万
８

24千
　
Ｌ
の
地
下
水
を
汲
み
上
げ
、
セ
レ
ン
の
除

800
去
処
理
等
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
処
理
後
は
、
セ
レ
ン
の
環
境
基
準
値
よ
り
も

低
い
値
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
シ
ス
テ

ム
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

芋
現
在
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
が
、
再
拡
張
部
へ

の
仮
置
き
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
お
り
、
今

月
下
旬
か
ら
、
対
策
土
の
仮
置
き
を
開
始
す
る

予
定
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
柳
沢
地
区
仮
置
場
へ
の
搬
入
状
況
に

つ
い
て
は
、
２
月
　
日
時
点
で
、
約
　
万
㎥
の

20

18

対
策
土
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

日
笠
　
朝
子
　
議
員 録画映像

北
斗
市
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
全
国
学
力
・

　
　
　
学
習
状
況
調
査
等
の
結
果
に
関
す
る
件

村山地区受入地で稼働中のセレン浄化システム
「提供：ＪＲＴＴ鉄道・運輸機構」

問
　
全
国
・
全
道
平
均
を
下
回
っ

た
が
、
新
た
な
対
策
は

答
　
教
育
長

　
　
授
業
改
善
と
教
職
員
の
意
識

改
革
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

問
　
令
和
５
年
度
に
潜
在
的
待
機

児
童
の
い
な
か
っ
た
月
は
あ

る
の
か

答
　
市
　
長

　
　
潜
在
的
待
機
児
童
の
い
な
か

　
　
っ
た
月
は
あ
り
ま
せ
ん

問
　
村
山
地
区
受
入
地
セ
レ
ン
浄

化
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
状
況
は

答
　
市
　
長

　
　
有
効
に
機
能
し
て
い
る
と
の

報
告
を
受
け
て
い
る



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

９北斗市　議会だより

問
　
北
海
道
新
幹
線
新
函
館
北
斗
駅
前
開
発
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

茨
こ
れ
ま
で
、
駅
舎
の
一
部
及
び
駅
前
開
発
へ

の
市
費
の
投
入
金
額
（
当
市
か
ら
の
補
助
金
含

む
）
は
い
く
ら
な
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

芋
今
後
、
駅
前
開
発
は
ど
う
進
め
て
い
く
の
か

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
茨
令
和
４
年
度
末
ま
で
の
集
計
で
、

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
駅
部
負
担
金
な
ど
、
建

築
物
整
備
は
　
億
　
万
円
、
土
地
造
成
、
道
路
、

25

700

公
園
、
上
下
水
道
な
ど
の
面
的
整
備
は
　
億
３

58

千
　
万
円
、
立
体
、
平
面
な
ど
の
駐
車
場
整
備

700
は
　
億
３
千
　
万
円
、
駅
前
に
進
出
す
る
企
業

17

900

が
拠
出
す
る
建
設
費
等
の
一
部
を
助
成
す
る
企

業
立
地
助
成
事
業
補
助
金
が
６
億
３
千
　
万
円
、

800

総
額
で
　
億
２
千
　
万
円
で
す
が
、
国
庫
補
助

107

100

金
等
の
特
定
財
源
を
除
い
た
一
般
財
源
で
は
　24

億
８
千
　
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

700

芋
今
後
の
駅
前
開
発
に
つ
い
て
は
、
商
業
地
へ

の
企
業
立
地
を
強
力
に
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　
ま
た
、
企
業
活
動
の
活
発
化
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、
ホ
テ
ル
の
建
設
や
地
方
進
出
を
予
定
し

て
い
る
首
都
圏
の
企
業
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る

業
種
の
情
報
収
集
に
努
め
、
官
民
連
携
に
よ
る

取
り
組
み
の
加
速
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

文
月
・
向
野
地
区
の

　
　
　
　
　
ワ
イ
ン
関
連
事
業
に
関
す
る
件

問
　
茨
文
月
・
向
野
地
区
に
お
い
て
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
、
有
機
野
菜
、
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
の

記
事
が
財
界
さ
っ
ぽ
ろ（
２
０
２
４
年
２
月
号
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
事
実
関
係
に
つ

い
て
説
明
願
い
た
い
。

芋
文
月
・
向
野
地
区
の
ワ
イ
ン
関
連
事
業
で
の

新
規
就
農
者
に
出
さ
れ
て
い
る
、
国
・
市
か
ら

の
補
助
金
額
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

鰯
こ
の
地
区
で
営
農
さ
れ
て
い
る
方
々
と
新
規

就
農
者
と
の
間
で
問
題
等
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
新
規
就
農
者
に
関
し
て
、
認
定
問
題
・

ト
ラ
ブ
ル
等
が
あ
っ
た
と
関
係
者
か
ら
聞
い
て

い
ま
す
が
、
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

答
（
市
長
）
茨
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
事
業

者
に
よ
る
農
地
管
理
に
対
し
、
農
業
委
員
会
か

ら
現
状
の
ま
ま
で
は
農
泊
施
設
の
建
設
に
必
要

と
な
る
農
地
転
用
申
請
に
対
し
、
厳
し
い
判
断

を
下
す
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
説
明
が
事
業
者

に
伝
え
ら
れ
、
事
業
者
か
ら
農
林
課
に
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
に
は
、
市
の
立
場
と
し
て
ワ
イ

ン
関
連
事
業
の
全
体
像
の
具
体
的
な
説
明
を
行

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
会
会

長
と
職
務
代
理
者
へ
の
説
明
を
申
し
出
た
と
こ

ろ
、
会
長
か
ら
、
農
業
委
員
全
員
に
対
し
て
、

説
明
を
し
て
欲
し
い
旨
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
説
明
の
場
で
あ
る
全
員
協
議
会
で
は
、
農
泊

施
設
の
整
備
に
よ
る
地
域
振
興
と
い
う
視
点
も

加
え
た
中
で
、
農
業
委
員
会
の
皆
様
の
経
験
と

専
門
性
に
基
づ
き
、
可
能
な
範
囲
で
知
恵
を
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
相
談
に
伺
い
、
そ

の
後
、
市
と
し
て
も
農
泊
施
設
事
業
者
の
農
地

管
理
に
つ
い
て
、
注
視
し
て
い
く
旨
を
お
伝
え

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
以
上
が
事
実
で
あ
り
、
財
界
さ
っ
ぽ
ろ
に
掲

載
さ
れ
た
内
容
に
は
、
事
実
と
異
な
る
部
分
が

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

芋
ワ
イ
ン
関
連
事
業
者
が
実
施
主
体
と
し
て
設

立
し
た
、
文
月
・
向
野
地
区
６
次
産
業
化
協
議

会
に
対
す
る
事
業
完
了
年
度
ま
で
の
合
計
額
は
、

全
体
事
業
費
の
５
億
６
千
　
万
８
千
円
に
対
し
、

950

国
の
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
２
億
５
千
　
万
７

349

千
円
、
市
の
ワ
イ
ン
関
連
施
設
整
備
事
業
補
助

金
１
億
２
千
　
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

674

鰯
こ
の
地
区
で
営
農
さ
れ
て
い
る
方
々
と
新
規

就
農
者
間
に
お
け
る
問
題
等
に
つ
い
て
、
そ
の

よ
う
な
問
題
等
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
承
知

し
て
い
ま
せ
ん
し
、
農
泊
施
設
事
業
者
に
も
確

認
を
と
り
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な

い
と
の
お
答
え
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
泊
施
設
事
業
者
に
関
す
る
、
認
定

問
題
、
ト
ラ
ブ
ル
等
が
あ
っ
た
こ
と
を
関
係
者

か
ら
お
聞
き
し
た
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
内
容
で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
か
ね
る
た
め
、

お
答
え
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
文
月
・
向
野
地
区
の
ワ
イ
ン
関
連
事
業
者
の

方
々
に
つ
い
て
は
、
財
界
さ
っ
ぽ
ろ
に
掲
載
さ

れ
た
事
実
と
は
異
な
る
内
容
の
記
事
に
よ
っ
て
、

今
後
の
事
業
へ
の
影
響
と
し
て
も
マ
イ
ナ
ス
要

素
し
か
な
く
、
誰
が
何
を
目
的
と
し
て
こ
の
よ

う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
の
か
、

全
く
理
解
が
で
き
ず
、
大
変
不
信
感
を
抱
い
て

い
る
こ
と
も
申
し
添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宮
川
　
　
勇
　
議
員 録画映像

新
函
館
北
斗
駅
前
開
発
に
関
す
る
件

問
　
今
後
、
駅
前
開
発
は
ど
う
進

め
て
い
く
の
か

答
　
市
　
長

　
　
商
業
地
へ
の
企
業
立
地
を
強

力
に
進
め
て
い
く
考
え
で
す

企業立地を進めていく駅前商業地

問
　
財
界
さ
っ
ぽ
ろ
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
の
事
実
関
係
は

答
　
市
　
長

　
　
事
実
と
異
な
る
部
分
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

１０ 北斗市　議会だより

問
　
国
は
、
維
持
管
理
や
制
度
改
正
対
応
等
に

係
る
人
的
・
財
政
的
負
担
の
軽
減
、
地
域
の
実

情
に
即
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
新
た
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
迅
速
な
全
国
展
開
等
の
実
現

を
掲
げ
、
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・

共
通
化
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
移
行

を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　
移
行
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
　
項
目
の
標

20

準
化
対
象
事
務
の
内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
国
は
、
自
治
体
運
営
の
効
率
化
や

住
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
７
年

度
末
ま
で
に
、
国
が
定
め
る
標
準
仕
様
に
適
し

た
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
さ
せ
る
こ
と
を
、
全
国
の

自
治
体
に
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　
標
準
化
の
対
象
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
　
項
目
の
内
容
に
つ
い
て
、
児
童
手
当
等
の

20

支
給
に
関
す
る
事
務
な
ど
　
項
目
と
な
っ
て
い

20

ま
す
。

猛
暑
対
策
に
関
す
る
件

問
　
昨
年
の
災
害
級
と
も
言
え
る
猛
暑
の
経
験

を
踏
ま
え
、
市
は
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に
様
々
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
次
の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

茨
今
年
、
エ
ア
コ
ン
設
置
を
予
定
し
て
い
る
５

校
の
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
、
夏
ま
で
に
設
置

で
き
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

芋
来
年
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
予
定
し
て
い
る
残

り
の
　
校
の
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
、
来
年
夏

10

ま
で
に
設
置
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
の

か
。

鰯
町
内
会
館
建
築
費
等
補
助
金
を
活
用
し
た
町

内
会
館
等
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
に
つ
い
て

答
（
教
育
長
）
茨
エ
ア
コ
ン
設
置
を
予
定
し
て

い
る
小
・
中
学
校
５
校
の
設
置
の
見
通
し
に
つ

い
て
、
市
で
は
、
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、

今
年
の
夏
ま
で
に
設
置
が
完
了
す
る
よ
う
、
予

算
措
置
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

芋
来
年
、
エ
ア
コ
ン
設
置
を
予
定
し
て
い
る
残

り
の
　
校
の
設
置
見
通
し
に
つ
い
て
、
来
年
の

10

夏
ま
で
に
設
置
が
完
了
す
る
よ
う
、
順
次
、
設

置
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

答
（
市
長
）
鰯
町
内
会
館
建
築
費
等
補
助
金
を

活
用
し
た
町
内
会
館
等
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況

に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
ま
で
に
当
該
補
助
金

を
活
用
し
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た
町
会
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
令
和
６
年
度
に
５
町
会
か
ら
補

助
要
望
が
あ
り
、
会
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

係
る
補
助
金
を
新
年
度
予
算
に
計
上
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

防
災
ラ
ジ
オ
に
関
す
る
件

問
　
市
は
、
防
災
無
線
を
補
完
す
る
目
的
で
、

昨
年
　
月
よ
り
Ｆ
Ｍ
い
る
か
の
放
送
波
を
利
用

12

し
た
「
北
斗
市
防
災
ラ
ジ
オ
」
の
運
用
を
開
始

し
て
い
ま
す
が
、
防
災
ラ
ジ
オ
貸
与
の
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
市
で
は
、　
歳
以
上
の
み
の
世
帯

75

や
一
定
の
要
件
を
満
た
す
障
害
を
お
持
ち
の
方

が
い
る
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、　
月
中
旬
か
ら

11

無
償
貸
与
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
２
月
末
現
在
で
、
２
千
　
台
を
配
布

11

し
て
い
ま
す
。

問
　
防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
、
無
償
貸
与
以

外
の
希
望
者
に
は
１
万
１
千
円
で
販
売
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
必
要
と
思
わ
れ
る
全
て
の
人
た

ち
に
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
も
っ
と
安
価
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
工
夫
で

き
な
い
か
。

答
（
総
務
課
長
）
一
般
販
売
に
つ
い
て
は
、
民

間
の
商
取
引
と
な
り
市
と
し
て
関
与
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

前
田
　
　
治
　
議
員 録画映像

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　
　
　
標
準
化
・
共
通
化
に
関
す
る
件

問
　
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
事
務
の
内
容
は

答
　
市
　
長

　
　
児
童
手
当
等
の
支
給
に
関
す

る
事
務
な
ど
　
項
目
で
す

20

問
　
小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
の
見
通
し
は

答
　
教
育
長

　
　
５
校
は
今
年
夏
ま
で
に
、
残

り
　
校
は
来
年
夏
ま
で
に
設

10
置
で
き
る
見
通
し
で
す

問
　
販
売
価
格
を
安
価
に
提
供
で

き
る
よ
う
工
夫
で
き
な
い
か

答
　
総
務
課
長

　
　
一
般
販
売
は
民
間
の
商
取
引

に
な
り
市
は
関
与
で
き
な
い

た
め
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

１１北斗市　議会だより

問
　
北
斗
市
に
お
い
て
も
近
年
、
市
民
の
利
便

性
、
庁
内
業
務
の
改
善
や
効
率
化
を
目
的
と
し
、

Ｄ
Ｘ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
北
斗
市
内
の
町
内
会
・
自
治
会
に
お
い
て
も
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
町
内
会
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
情
報
発
信
や
役
員
会
の
連
絡
・
情
報
共
有

を
行
う
際
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
町
内
会
・
自
治
会
活
動
に
対
す
る
市
民
の
理

解
を
高
め
る
た
め
に
も
、
市
と
し
て
も
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
町
内
会
・
自
治
会
活
動
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
様
々
な
取

り
組
み
を
関
連
各
所
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
と
課
題
、
今
後
予
定
し
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
町
内
会
・
自
治
会
は
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
や
安
全
・
安
心
の
確
保
な
ど
、

様
々
な
自
主
的
活
動
を
通
し
、
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
に
よ
り
、
町
内
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
率
の

低
下
、
役
員
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
町
内
会
・
自
治
会
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
町
内

会
・
自
治
会
の
効
率
的
な
活
動
や
役
員
の
負
担

軽
減
、
活
性
化
に
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
町
内
会
・
自
治
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

実
施
し
て
い
る
、
デ
ジ
タ
ル
に
関
連
し
た
市
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
町
内
会
・
自
治
会
が
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
通
信
機
器
を
購
入
す
る
際
、

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
地
域
協
働
事
業
対
策

補
助
金
の
運
用
や
市
民
か
ら
の
町
内
会
・
自
治

会
加
入
に
関
す
る
、
電
子
申
請
の
受
け
付
け
の

ほ
か
、
町
内
会
・
自
治
会
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
相
談
に
対
す
る
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
が
事
務
局
を
担
当
す
る
北
斗
市
町

会
連
合
会
で
は
、
通
信
会
社
や
ま
ち
づ
く
り
団

体
と
の
連
携
に
よ
る
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

や
ラ
イ
ン
講
習
会
の
実
施
、
町
内
会
・
自
治
会

の
ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
導
入
支
援
や
北
斗

市
商
工
会
な
ど
の
公
式
ラ
イ
ン
と
連
携
し
た
町

内
会
・
自
治
会
の
加
入
促
進
に
関
す
る
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
の
課
題
と
し
て
は
、
町
内

会
・
自
治
会
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
担
う
人

材
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
高
齢
者
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
所
有
率
の
向
上
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

操
作
の
習
得
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
慣
れ
る
ま
で
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
両
方
を

作
成
す
る
二
重
の
手
間
が
発
生
す
る
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
町
内
会
・
自
治
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

促
進
す
る
た
め
、
町
会
連
合
会
と
連
携
し
て
既

存
事
業
を
継
続
し
て
行
う
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
係
る
経
費
の
支
援
に
関
し
、
町
内
会
活
動
活

性
化
交
付
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

問
　
市
の
町
内
会
・
自
治
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
取
り
組
み
は
、
加
入
率
向
上
の
た
め
な
の
か
、

加
入
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目

指
し
て
い
る
の
か
、
重
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
で
す
か
。

答
（
市
民
課
長
）
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
電
子
申
請

に
よ
り
気
軽
に
新
規
に
町
内
会
加
入
が
で
き
る

こ
と
や
加
入
さ
れ
て
い
る
方
へ
サ
ー
ビ
ス
と
い

い
ま
す
か
町
内
会
活
動
の
見
え
る
化
に
活
用
さ

れ
、
比
重
は
　
対
　
だ
と
思
い
ま
す
。

50

50

問
　
町
内
会
等
に
継
続
し
て
入
っ
て
も
ら
う
た

め
に
ア
プ
リ
を
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
各

町
内
会
で
バ
ラ
バ
ラ
な
ア
プ
リ
を
使
わ
な
い
よ

う
に
、
あ
る
程
度
、
市
や
町
会
連
合
会
の
ほ
う

で
統
一
ア
プ
リ
の
提
案
や
推
奨
す
る
事
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
も
、
デ
ジ

タ
ル
化
は
将
来
的
に
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
も
、
町
内
会
や
町
会
連
合
会
等
か

ら
情
報
を
聞
き
な
が
ら
、
な
る
べ
く
運
用
方
法

や
制
限
す
る
部
分
な
ど
、
共
通
化
で
き
る
よ
う

調
整
し
、
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

栃
木
　
正
則
　
議
員 録画映像

町
内
会
・
自
治
会
活
動
の
活
性
化
に
関
す
る
件

デジタル技術の活用の一例

問
　
市
は
、
町
内
会
・
自
治
会
活

動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
活
用
し
た
事
業
を

今
後
、
予
定
し
て
い
る
の
か

答
　
市
　
長

　
　
町
会
連
合
会
と
連
携
し
て
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の
開
催

な
ど
の
既
存
事
業
を
継
続
す

る
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
係

る
経
費
の
支
援
に
関
し
、
町

内
会
活
動
活
性
化
交
付
金
の

見
直
し
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い

見 本
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１２ 北斗市　議会だより

問
　
茨
令
和
５
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
か
ら
の
課
題
と
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

芋
厚
生
労
働
省
が
２
０
２
３
年
に
公
表
し
た
報

告
書
で
は
、
日
本
の
子
ど
も
（
　
歳
以
下
）
の

17

相
対
的
貧
困
率
は
　
・
５
％
で
、
日
本
の
子
ど

11

も
約
９
人
に
１
人
が
貧
困
状
態
に
あ
る
と
示
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
数
字
を
見
て
市
長
は
ど
の

よ
う
に
感
じ
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、「
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
」
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

鰯
食
育
に
つ
い
て
は
栄
養
教
諭
に
よ
り
、
給
食

の
提
供
に
は
た
く
さ
ん
の
工
夫
が
さ
れ
、
保
護

者
か
ら
も
評
価
が
高
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
も
一
部
の
子
ど
も
た
ち
に
は

様
々
な
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど
も
が
増
え
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
現
在
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど
も
へ

の
対
応
の
中
で
、
問
題
点
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
る
の
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

允
北
斗
市
に
お
け
る
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の

不
登
校
の
人
数
に
つ
い
て
、
直
近
の
人
数
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
芋
子
ど
も
の
約
９
人
に
１
人
が
貧

困
状
態
に
あ
る
と
い
う
現
状
は
、
決
し
て
看
過

で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
今
ま
で
以
上
に
、
民
生
部
と
教
育

委
員
会
の
連
携
を
強
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
関
係
者
の
連
携
や
協
力
も
必

要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
（
教
育
長
）
茨
本
市
に
お
け
る
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

で
は
令
和
３
年
度
、
中
学
校
で
は
令
和
４
年
度

か
ら
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
課
題
と
し
て
は
、
様
々
な
場
面
で
知
識
・
技

能
を
活
用
し
、
思
想
・
判
断
・
表
現
す
る
点
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
は
、
教
育
委
員
会
及
び
教
職
員

が
構
成
す
る
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
中
心
と
な
っ
て
授
業
改
善
に
取
り
組
み
、
子

ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
向
上
な
ど
、
さ
ら
な
る

教
職
員
の
意
識
改
革
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

鰯
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
給
食
時
間
を
安
全

に
、
か
つ
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と
で
、
安
全

性
を
最
優
先
に
関
係
機
関
が
相
互
に
連
携
し
、

対
応
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
が
、
問

題
点
と
し
て
は
、
症
状
が
あ
る
児
童
生
徒
で
あ

っ
て
も
、
保
護
者
が
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
を
望
ま

な
い
な
ど
と
い
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

允
北
斗
市
内
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
に
つ
い
て

は
、
直
近
の
今
年
１
月
末
現
在
で
、
小
学
校
　45

人
、
中
学
校
　
人
、
計
　
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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『
音
楽
の
ま
ち
・
ほ
く
と
』
に
関
す
る
件

問
　
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
方
に
は
好
評
な
一

方
、「
北
斗
市
は
い
つ
か
ら
偏
っ
た
考
え
方
を

す
る
の
か
」
と
厳
し
い
意
見
を
言
わ
れ
る
市
民

も
多
く
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
勝
っ
て
も

負
け
て
も
一
生
懸
命
競
技
に
取
り
組
む
姿
勢
に
、

保
護
者
や
観
客
は
感
動
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
吹
奏
楽
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
出
し
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え

る
」、「
吹
奏
楽
部
が
全
道
に
出
場
で
き
な
か
っ

た
ら
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
怖

く
て
想
像
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
「
音
楽
の
ま
ち
・
ほ
く
と
」
を
掲
げ
た

取
り
組
み
を
ど
う
進
め
て
行
こ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
市
長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
市
と
し
て
は
、
音
楽
活
動
の
み
で

は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
な
ど
の
促
進

を
幅
広
く
支
援
し
て
お
り
、
今
後
は
、
よ
り
効

果
的
な
事
業
へ
の
進
化
を
目
指
し
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
再
構
築
に
取
り
組
み
、

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
北
斗
市
の
Ｐ
Ｒ
、
魅
力

度
と
認
知
度
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
件

髙
村
　
　
智
　
議
員 録画映像

北
斗
市
の
小
・
中
学
生
に
関
す
る
件

問
　
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
か
ら
今
後
の
対
策
は

答
　
教
育
長

　
　
授
業
改
善
、
教
職
員
の
意
識

改
革
な
ど
に
努
め
る

問
　「
音
楽
の
ま
ち
・
ほ
く
と
」

を
掲
げ
た
取
り
組
み
を
ど
う

進
め
て
い
く
の
か

答
　
市
　
長

　
　
今
後
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
再
構
築
に
取

り
組
み
、
市
の
魅
力
度
と
認

知
度
の
向
上
を
図
る

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
台
帳
の
保
存

期
間
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答
　
市
　
長

　
　
予
防
接
種
法
施
行
令
に
お
い

て
、
接
種
を
行
っ
て
か
ら
５

年
間
の
保
存
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る

市内小学校での給食のようす
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問
　
茨
令
和
５
年
全
国
学
力
調
査
の
結
果
で
全

道
・
全
国
平
均
を
小
・
中
と
も
に
下
回
っ
た
主

な
原
因
と
今
後
の
具
体
的
な
対
策
を
伺
い
ま
す
。

芋
不
登
校
児
童
・
生
徒
が
増
え
て
き
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
対
策
を
伺
い
ま
す
。

鰯
「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
で
把
握

し
て
い
る
実
態
と
そ
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

允
市
で
は
「
子
育
て
支
援
課
」
を
中
心
に
児
童
・

生
徒
に
係
る
教
育
現
場
だ
け
で
は
解
決
で
き
な

い
諸
課
題
に
対
処
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
主
な
支
援
活
動
と
課
題
を
伺
い
ま
す
。

答
（
教
育
長
）
茨
改
訂
さ
れ
た
新
学
習
指
導
要

領
に
沿
っ
た
学
力
調
査
と
な
り
、
本
市
に
お
け

る
結
果
は
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
新
学
習
要
領
に
沿

っ
た
教
育
委
員
会
及
び
教
職
員
が
構
成
す
る
学

力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
中
心
と
な
っ

て
授
業
改
善
に
取
り
組
み
、
学
習
意
欲
の
向
上

を
図
る
な
ど
、
更
な
る
教
職
員
の
意
識
改
革
に

も
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

芋
本
市
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
数
は
、
令
和
４

年
度
末
が
　
人
と
、
増
加
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、

139

対
策
と
し
て
、
学
校
で
は
、
教
育
相
談
の
実
施

や
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ル
ー
ム
登
校
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
家
庭
で
の
学
習
機
会
の

確
保
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
、
教
育
委
員
会

で
は
、
適
応
指
導
教
室
へ
の
通
級
対
応
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
と
の
連
携
、

教
員
研
修
の
充
実
な
ど
の
取
り
組
み
も
行
っ
て

い
ま
す
。

鰯
「
い
じ
め
」
の
認
知
件
数
は
、
小
・
中
学
校

を
合
わ
せ
て
令
和
２
年
度
が
　
件
、
令
和
３
年

82

度
は
　
件
、
令
和
４
年
度
が
　
件
で
す
。
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38

　
認
知
後
の
対
応
と
し
て
は
、
北
斗
市
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
及
び
各
学
校
に
お
け
る
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た

細
や
か
な
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
允
令
和
４
年
に
、「
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
を
設
置
し
、
虐
待
や
育
成
・

養
護
に
関
す
る
こ
と
等
、
様
々
な
相
談
を
受
け
、

関
係
機
関
と
連
携
し
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
課
題
は
、
相
談
等
が
中
長
期
と
な
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
そ
の
中
で
も
一
時
保
護
の
措
置
の
同

意
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
新
年
度
か
ら
は
新
た
に
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
を
置
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
関
係
機
関

と
連
携
し
支
援
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

文
月
・
向
野
地
区
の
ワ
イ
ン
事
業
に
関
す
る
件

問
　
市
は
、
文
月
・
向
野
地
区
を
「
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
農
業
者
に
よ
る
六
次
化
事

業
」
で
の
地
域
振
興
を
目
指
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
は
農
業
者
し
か
こ
の

地
域
に
参
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
今

後
、「
構
造
改
革
特
区
」
を
目
指
し
、
小
規
模
事

業
者
に
よ
る
小
売
り
や
飲
食
、
宿
泊
等
も
行
え

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
市
は
、
平
成
　
年
度
に
グ
リ
ー
ン

27

ツ
ー
リ
ズ
ム
計
画
を
策
定
し
、
本
計
画
に
定
め

ら
れ
た
地
区
で
は
、
農
業
者
に
限
り
、
小
売
り

や
飲
食
、
宿
泊
等
の
施
設
の
開
発
行
為
申
請
が

可
能
と
な
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
構
造
改
革
特
区
制
度
は
、
あ
く
ま
で

も
「
国
の
規
制
」
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
市
街

化
調
整
区
域
で
の
開
発
行
為
等
の
要
件
緩
和
に

つ
い
て
、
特
区
制
度
の
創
設
以
降
、
多
く
の
自

治
体
が
提
案
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
認
定
さ
れ

た
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
と
し
て
も
、
実
現
が
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
農
業
者
に
よ
る
六
次
化
事
業
で
の
地
域

振
興
を
目
指
す
こ
と
が
現
時
点
で
は
最
善
と
考

え
て
い
ま
す
。

追
分
地
区
大
規
模
開
発
に
関
す
る
件

問
　
地
元
経
済
誌
の
「
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に

「
大
野
新
道
に
ト
ラ
イ
ア
ル
３
店
目
な
ど
今
夏

　
万
坪
開
発
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、

6.5記
事
の
内
容
の
真
偽
も
含
め
、
今
後
の
市
の
考

え
を
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
追
分
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に

つ
い
て
は
、
発
展
的
な
都
市
的
土
地
利
用
の
実

現
を
目
指
し
、
開
発
予
定
事
業
者
と
共
に
開
発

計
画
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

地
元
経
済
誌
の
記
事
は
、
市
が
直
接
取
材
を
受

け
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
進
出
企
業
及
び
開
発
区
域
が
確
定
し
、

事
業
が
確
実
に
進
展
で
き
る
と
判
断
し
た
段
階

で
、
事
業
主
体
と
な
る
一
般
社
団
法
人
の
設
立
、

各
種
法
手
続
き
や
そ
の
後
の
開
発
行
為
の
実
施

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

新
関
　
一
夫
　
議
員 録画映像

学
校
教
育
に
関
す
る
件

市役所に設置された
こども家庭センター

問
　
い
じ
め
の
実
態
に
つ
い
て
は

答
　
教
育
長

　
　
令
和
４
年
度
で
小
・
中
学
校

を
合
わ
せ
て
　
件
で
す
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問
　
構
造
改
革
特
区
を
目
指
し
て

は
い
か
が
か

答
　
市
　
長

　
　
実
現
は
困
難
と
考
え
る

問
　
今
後
の
市
の
考
え
は

答
　
市
　
長

　
　
事
業
が
確
実
に
進
展
で
き
る

と
判
断
段
階
で
手
続
等
の
開

発
行
為
の
実
施
に
努
め
た
い
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所管事務調査　『火葬場の管理運営に関す
る調査』　＝２月６日開催＝
　担当課長より、火葬場の概要や火葬件数、
設備の更新状況などの説明を受け質疑応答を
行いました。
Ｑ　新型コロナウイルス感染症により亡く
なった方の火葬料について、国からの補助
はなく、通常どおり徴収したのか。
Ａ　国の補助はなく、一般火葬と同様の料金
を徴収しています。

第１回定例会中の審査　＝３月14日開催＝
　定例会で付託された、条例の制定(1件)、一部改正（3件）、指定の取消し（1件）の審査を行いました。
◆ 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

　＝原案可決とすべきものと決定＝
　昨年５月に地方自治法の一部を改正する法律が公布され、同法に新たな条文を追加し、改正規定が本年
4月1日から施行されることに伴い、同条文を引用している「北斗市監査委員条例」及び「北斗市水道事業
及び下水道事業の設置等に関する条例」において所要の改正を行おうとするもので、施行日は改正法の施
行に併せ、本年4月１日とするものです。
◆ 北斗市職員定数条例の一部改正について　＝原案可決とすべきものと決定＝
　条例第3条の各号に規定する職員定数のうち、市長の事務部局の職員定数を3人増加させ、197人から
200人に改め、常時勤務の暫定再任用職員を含む職員定数の合計を260人から263人とするための一部改
正です。
　Ｑ　職員定数を増やす理由は。
　Ａ　定年延長による定年年齢の引き上げや年齢構成のバランス等を踏まえて、職員定数を増やしました。
◆ 北斗市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び北斗市職員の育児休業等に関す 
　 る条例の一部改正について　＝原案可決とすべきものと決定＝
　会計年度任用職員についても勤勉手当の支給が可能とされたことに伴い、「北斗市会計年度任用職員の
給与及び費用弁償に関する条例」及び「北斗市職員の育児休業等に関する条例」において、所要の改正を
行おうとするもので、施行日は法の施行に併せ、本年4月1日とするための一部改正です。
　Ｑ　会計年度任用職員の現行と改正後の期末手当の支給月数は。
　Ａ　現行は期末手当のみの年間2.45月分で改正後は勤勉手当も支給となり合わせて4.5月分となります。
◆ 北斗市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について

　＝原案可決とすべきものと決定＝
　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、いわゆるマイナンバー法の
一部が改正され、これまで法に規定されていたマイナンバー利用事務が、主務省令への規定に変更された
ことに伴い、本条例においても所要の改正などを行おうとするための一部改正です。
　Ｑ　今回の改正によって、市の事務の変更点はあるのか。
　Ａ　事務の変更点はありません。
◆ 北斗市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定の取消しについて　＝原案可決とすべきものと決定＝
　住民票等のコンビニ交付を開始したことに伴い、これまで住民票等の交付などといった北斗市の特定の
事務を取り扱わせていた市内6郵便局の指定について、本年3月31日をもって、取り消すものです。
　Ｑ　コンビニが無い地域はサービスの低下になるのではないか。
　Ａ　コンビニは、全国5万店舗以上あり土日も開いているのでコンビニ交付は利便性が高いと考えます。

総　務
常任委員会

総　務
常任委員会

 永  遠 の森火葬場（向野）
と わ

委員会活動をお知らせしま委員会活動をお知らせしますす
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所管事務調査　『子育て支援に関する調査』　＝２月５日開催＝
　担当課長より、こども家庭センターの設置と子育て支援に関する主な事項の
進捗状況などの説明を受け質疑応答を行いました。
Ｑ　こども家庭センター長は市役所のどの立場の職員を配置するのか。
Ａ　責任ある職員の配置となるので管理職を予定しています。

第１回定例会中の審査　＝３月14日開催＝
　定例会で付託された、条例の一部改正（８件）、廃止（１件）の審査を行いました。
◆ 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う国民健康保険税の減 免
に関する特例条例及び新型コロナウイルス感染症の影響に伴う介
護保険料の減免に関する特例条例の廃止について

　＝原案可決とすべきものと決定＝
　新型コロナウイルス感染症により、収入が減少するなどの影響を受け
た被保険者に対し、国民健康保険税及び介護保険料の減免を実施してき
ましたが、昨年5月8日付けで、新型コロナウイルス感染症について、感
染症法上の位置付けが、5類感染症に変更されたことに伴い、本条例を
廃止するものです。
◆ 北斗市介護保険条例の一部改正について　＝原案可決とすべきものと決定＝
　令和6年度から始まる第9期介護保険事業計画に基づき、介護保険料を改定しようとするもので、高所得
者の所得階層区分をこれまでの10段階から13段階に変更しようとするもので、令和6年度から令和8年度
までの第9期介護保険事業計画における保険料基準額は、据え置きの月額6,600円、年額79,200円と定め
ようとするほか、所得階層の第1段階から第3段階の被保険者の保険料率の軽減を図ろうとするための一部
改正です。
　Ｑ　改正後の市への影響額は。
　Ａ　低所得者の割合が多く、その分軽減額が増えるため、93万円ほどが市の負担となる試算です。
◆ 北斗市介護保険料率の特例に関する条例の一部改正について　＝原案可決とすべきものと決定＝
　介護保険条例の改正により、保険料率が改められることに伴い、現行の老齢福祉年金受給者又は境界層
該当者で非課税世帯の方については、令和6年度から令和8年度までの保険料を年額5,640円にしようとす
るための一部改正です。
　Ｑ　対象件数は。
　Ａ　生活保護とならないよう介護保険料を軽減するもので、年に1,2件程度です。
◆ 北斗市介護保険施設サービス利用料の助成に関する条例の一部改正について

　＝原案可決とすべきものと決定＝
　平成23年度末をもって制度が廃止された介護療養型医療施設について、法で定める経過措置期間が終了
したことに伴い、本条例から該当名称の表記を削除し、サービス利用料の助成対象となる施設から除くた
めの改正などを行うための一部改正です。
◆ 北斗市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関する条例の一部改正につ
いて　＝原案可決とすべきものと決定＝

　国の介護サービスに係る基準の見直しに伴う改正で、事業者が事業所内に書面掲示を義務付けられてい
た重要事項について、新たにウェブサイトへ掲載することを義務付けるほか、管理者の兼務範囲の明確化、
身体的拘束等の適正化の推進などを新たに規定するなど、所要の改正を行うための一部改正です。
◆ 北斗市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一
部改正について　＝原案可決とすべきものと決定＝

　国の介護サービスに係る基準の見直しに伴う改正で、事業者が事業所内に書面掲示を義務付けられてい
た重要事項について、新たにウェブサイトへ掲載することを義務付けるほか、管理者の兼務範囲の明確化、
身体的拘束等の適正化の推進などを新たに規定するなど、所要の改正を行うための一部改正です。

みんな笑顔で介護保険利用ガイド

文教厚生
常任委員会

文教厚生
常任委員会
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◆ 北斗市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正につ
いて　＝原案可決とすべきものと決定＝

　国の介護サービスに係る基準の見直しに伴う改正で、事業者が事業所内に書面掲示を義務付けられてい
た重要事項について、新たにウェブサイトへ掲載することを義務付けるほか、管理者の兼務範囲の明確化、
身体的拘束等の適正化の推進などを新たに規定するなど、所要の改正を行うための一部改正です。
◆ 北斗市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正につ
いて　＝原案可決とすべきものと決定＝

　国の介護サービスに係る基準の見直しに伴う改正で、事業者が事業所内に書面掲示を義務付けられてい
た重要事項について、新たにウェブサイトへ掲載することを義務付けるほか、管理者の兼務範囲の明確化、
身体的拘束等の適正化の推進などを新たに規定するなど、所要の改正を行うための一部改正です。
◆ 北斗市奨学金条例の一部改正について　＝原案可決とすべきものと決定＝
　貸付対象となる学生のうち、専修学校生徒について、これまで2年以上としていた修業年限の条件を撤
廃し、より本奨学金制度を利用しやすくしようとするための一部改正です。

所管事務調査　『運動公園リニューアル事業に関する調査』　＝2月9日開催＝
　担当課長より、運動公園をリニューアルすることに至った経緯や工事内容な
どの説明を受け質疑応答を行いました。
Ｑ　公園内の親水広場にある噴水の仕組みと水質の確認は。
Ａ　井戸水を活用し、循環してろ過することにし、問題のないよう水質検査も
行う予定です。

所管事務調査　『有害鳥獣対策に関する調査』　＝2月9日開催＝
　担当課長より、有害鳥獣対策についての捕獲実績や農作物被害の現状などの説明を受け質疑応答を行い
ました。
　Ｑ　鹿の食肉加工施設の運用開始予定はいつか。
　Ａ　令和6年3月からの供用開始を予定しています。
第１回定例会中の審査　＝3月19日開催＝
　定例会で付託された、条例の制定（1件）、一部改正（4件）、指定管理者の指定（1件）、市道路線の認定
（1件）の審査を行いました。
◆ 北斗市畑地かんがい用水施設管理条例の制定について　＝原案可決とすべきものと決定＝
　国営土地改良事業「北斗用水地区」の事業着手に向け、これまで国や北海道が、土地改良事業により、
整備した畑地かんがい用水施設の管理に関し、新たに畑地かんがい施設の位置や給水区域、使用者や管理
の委託等、必要な事項を定める条例を新たに制定するものです。
　Ｑ　通水時期についての規定はあるのか。
　Ａ　水利権により水を使用する期間が決まっています。
　　　今回の北斗用水地区の整備にあたっては、地域の実情に合わせた使用時期の変更も提案されている
ことから、今後も関係機関と協議を進めてまいりたい。

◆ 北斗市火入れに関する条例の一部改正について　＝原案可決とすべきものと決定＝
　昨年3月の「性の多様性を尊重するまち宣言」に基づき、多様な性やジェンダー平等に配慮する観点か
ら、様式中の性別の記載を削除するための一部改正です。
◆ 北斗市営牧場条例の一部改正について　＝原案可決とすべきものと決定＝
　施設の老朽化や近年の資材及び飼料高騰の影響により、市営牧場の維持管理費が増加していることから、
運営の安定化を図るため、北斗市民以外の放牧使用料について、近隣自治体とのバランスも考慮し、値上
げをするなど、所要の改正を行うための一部改正です。
　Ｑ　放牧使用料金の設定の考え方は。
　Ａ　近隣の七飯町営牧場との整合性を図ることから改正を行いましたが、今後、市営牧場の使用料や在
り方に関しましても検討してまいりたい。

産業建設
常任委員会

産業建設
常任委員会
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◆ 北斗市手数料徴収条例の一部改正について　＝原案可決とすべきものと決定＝
　建築基準法に基づく確認申請、完了検査申請の手数料などについて、準拠している北海道建設部手数料
条例の改正に併せ、所要の改正を行うための一部改正です。
◆ 北斗市営住宅条例の一部改正について　＝原案可決とすべきものと決定＝
　昭和51年から53年に建設され、老朽化に伴い居住の用に供することが危険な状態であった、茂辺地団地
の準耐火平屋建て、コンクリートブロック住宅3棟18戸について、解体除却を行う必要があることから、
本条例別表第1から削除し、用途を廃止、所要の改正を行うための一部改正です。
◆ 北斗市観光交流センターにおける指定管理者の指定について　＝原案可決とすべきものと決定＝
　施設の指定管理者となる団体は、一般社団法人北斗市観光協会で、指定
期間を令和6年4月1日から令和7年3月31日までの1年間とするものです。
　Ｑ　指定管理者の指定の公募はどのように行ったのか。
　Ａ　指定管理条例の中に公募によらない指定ができることの条文があ
り、現在、観光協会は観光振興、観光施策の主体を担っていること
から、公募によらず選定しています。

◆ 市道路線の認定について　＝原案可決とすべきものと決定＝
　押上16号線について、開発行為による帰属に伴い、道路法第8条第2項
の規定に基づき、新たに市道路線の認定をするものです。

・1月15日に委員会を開催し、第1回臨時会の議会運営（会期日程等）に関する
協議を行い、会期を1月26日の1日としました。その後、議会だより（№78）
の監修についての協議を行いました。
・2月26日に委員会を開催し、第1回定例会の議会運営（会期日程等）に関する
協議を行い、会期を3月5日から22日までの
18日間としました。

・1月11日に議会ICT化の検討ワーキンググループ会議を開催し、タブ
レット端末の必要性について協議しました。
・1月22日、2月6日、2月26日、3月13日に議会ICT化の検討ワーキング
グループ会議を開催し、タブレット端末導入についての協議をしました。
・3月21日、議会ICT化の検討ワーキンググループ主催によるタブレッ
ト端末のデモンストレーションを行いました。

　　令和6年度予算審査のため、議長を除く議員19名の特別委員会を設置し、
3月7日に正副委員長を互選しました。

　　11日、12日、13日、22日の4日間で一般会計や特別会計・水道事業会
計・下水道事業会計の新年度予算の質疑を行い、採決の結果、原案のとお
り可決すべきものと決定し、本会議で報告を行いました。

《主な事業》
●DX推進事業経費（1,187万7千円）、情報管理経費（2億787万3千円）、公
共交通対策事業経費（6,674万7千円）

〇重層的支援体制整備事業経費（1,248万4千円）、児童手当支給経費（8億
1,516万5千円）
●疾病予防等保健対策経費（1億5,410万円）、母子保健対策経費（4,862万5
千円）、ゼロカーボン推進事業経費（1億4,721万2千円）

予算審査
特別委員会

予算審査
特別委員会

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

議　会
運営委員会

議　会
運営委員会

北斗市観光交流センター

デモンストレーションのようす
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〇労働者支援事務経費（868万円）、雇用対策事業経費（417万2千円）

●ワイン振興対策事業経費（1億334万1千円）、森林整備促進対策経費
（2,918万9千円）、水産業緊急支援事業経費（5,986万円）

〇商工業活性化支援経費（8,134万6千円）、イベント振興経費（6,853万1千
円）
●道路橋りょう新設改良費（5億6,106万円）、運動公園施設改修事業経費（6
億7,818万9千円）

〇南渡島消防事務組合費（8億4,083万9千円）、災害対策経費（3,323万円）

●小学校施設改修事業経費（6,779万9千円）、中学校施設改修事業経費
（2,662万円）、学校給食運営経費（1億9,006万4千円）

　＝1月23日開催＝

　1月23日に委員会を開催し、議会の活性化等に係る各会派からの検討項目について協議を行いました。

■南渡島消防事務組合議会
　3月1日、令和6年第1回定例会が南渡島消防事務組合消防本部で開かれ、令和6年度一般会計予算、令和
5年度一般会計補正予算、条例の一部改正（3件）が審議され、可決されました。
■南渡島衛生施設組合議会
　2月22日、令和6年第1回定例会が南渡島衛生施設組合で開かれ、令和6年度一般会計予算、令和5年度一
般会計補正予算が審議され、可決されました。
■函館湾流域下水道事務組合議会
　2月19日、令和6年第1回定例会が函館市役所で開かれ、令和6年度一般会計予算、報告（1件）が審議さ
れ、可決されました。
■函館圏公立大学広域連合議会
　1月31日から2月2日まで岩手県立大学（滝沢市）、秋田県立大学（由利本荘市）において、地域と連携
した公共交通について及びデマンド型交通による産学官連携に関する取り組みについて視察を行いました。
　2月19日、令和6年第1回定例会が函館市役所で開かれ、令和6年度一般会計予算、報告（2件）が審議さ
れ、可決されました。
■渡島廃棄物処理広域連合議会
　1月29日、令和6年第1回定例会が渡島廃棄物処理広域連合で開かれ、令和6年度一般会計予算、令和5年
度一般会計補正予算が審議され、可決されました。

■会派代表者会議
　3月5日、北斗市役所で開かれ、市長からの協議案件、予算審査特別委員会正副委員長の互選などについ
て協議をしました。
■全員協議会
　3月7日、北斗市役所で開かれ、閉会中における正副議長の公務活動、一部事務組合議会・広域連合議会
の概要、常任委員会の所管事務調査・特別委員会調査の概要の報告がありました。

その他の会議など（市議会その他の会議など（市議会））

一部事務組合・広域連合議会の動一部事務組合・広域連合議会の動きき

労　働　費

農林水産業費

土　木　費

商　工　費

消　防　費

教　育　費

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等にににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるる調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員議会の活性化等に関する調査特別委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　◇ 1月17日　　愛媛県今治市議会（会派）　　・北海道新幹線を活用した産業振興について

他の市議会等からの行政視察状他の市議会等からの行政視察状況況
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議 会 日 誌（令和６年１月１日～令和６年３月31日）
函館圏公立大学広域連合議会定例会（連合議員）19日議会ＩＣＴ化の検討ワーキンググループ会議１月11日

南渡島衛生施設組合議会定例会（組合議員）22日議会運営委員会15日

議会運営委員会26日渡島廃棄物処理広域連合議会「議会運営委員会」（議長、連合議員）19日

議会ＩＣＴ化の検討ワーキンググループ会議議会ＩＣＴ化の検討ワーキンググループ会議22日

例月出納検査（監査委員議員）27～28日北斗市議会第１回臨時会本会議23日

南渡島消防事務組合議会定例会（組合議員）３月１日会派代表者会議

北斗市議会第１回定例会本会議（第１日目）５日議会の活性化等に関する調査特別委員会

会派代表者会議例月出納検査（監査委員議員）24～25日

定例会本会議（第２日目）６日渡島廃棄物処理広域連合議会「全員協議会」（議長、連合議員）29日

定例会本会議（第３日目）７日渡島廃棄物処理広域連合議会定例会（議長、連合議員）

第１回予算審査特別委員会北海道市町村職員退職手当組合議会定例会『札幌市』（議長）30日

全員協議会函館圏公立大学広域連合議会視察研修『岩手県滝沢市ほか』（連合議員）31～２月２日

第２回予算審査特別委員会11日文教厚生常任委員会２月 ５日

第３回予算審査特別委員会12日総務常任委員会６日

第４回予算審査特別委員会13日議会ＩＣＴ化の検討ワーキンググループ会議

議会ＩＣＴ化の検討ワーキンググループ会議財政援助団体等監査（監査委員議員）７～８日

総務常任委員会14日北海道新幹線建設促進関係自治体議長会中央要望活動『東京都』（議長）８日

文教厚生常任委員会全国市議会議長会第234回理事会・第116回評議員会合同会議『東京都』（議長）

例月出納検査（監査委員議員）18～19日産業建設常任委員会９日

産業建設常任委員会19日北海道後期高齢者医療広域連合議会「議会運営委員会」『札幌市』（議長）13日

第５回予算審査特別委員会21日北海道後期高齢者医療広域連合議会定例会『札幌市』（議長）

定例会本会議（第４日目）22日函館湾流域下水道事務組合議会定例会（組合議員）19日

☆市議会だよりをご覧いただきありがとうございます。皆様のご意見ご感想をお聞かせください。
『緯 73－3111 ＦＡＸ 73－6970』『メールアドレス gikai@city.hokuto.hokkaido.jp』

印刷／㈲上磯印刷

們
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們

▼
例
年
、
雪
か
き
に
追
わ
れ
る
北
斗
市

の
冬
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
暖
冬
と
少
な
い
降
雪

量
で
、
市
民
に
は
過
ご
し
や
す
い
冬
と

な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
除
雪
や
屋
根

の
雪
下
ろ
し
な
ど
を
仕
事
と
し
て
い
る

業
者
に
は
厳
し
い
冬
で
し
た
。

　
ま
た
、
雪
不
足
は
、
夏
の
水
不
足
に

つ
な
が
る
の
で
は
と
い
う
心
配
も
あ
り

ま
す
。

　
昨
年
の
夏
は
、　
度
越
え
の
暑
さ
が

30

連
日
の
よ
う
に
続
き
、
函
館
市
で
は
観

測
史
上
最
高
の
　
・
４
度
を
記
録
し
ま

35

し
た
。

　
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
北
斗
市
民
の
救

急
搬
送
が
　
件
も
あ
り
、
健
康
な
人
で

44

も
大
変
で
し
た
の
で
、
高
齢
の
方
々
な

ど
に
と
っ
て
は
耐
え
ら
れ
な
い
暑
さ

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
国
連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は

「
地
球
温
暖
化
の
時
代
は
終
わ
っ
た
。

地
球
沸
騰
化
の
時
代
が
到
来
し
た
。」と

警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
の
最
も
大
き
な
要
因
は
、

石
炭
や
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
を
大
量

に
燃
や
す
こ
と
で
発
生
す
る
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
2

）
の
排
出
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
二
酸
化
炭
素
が
増
え
れ
ば
、
地
球
は

温
か
い
毛
布
で
く
る
ま
れ
た
状
態
に
な

り
熱
く
な
る
原
理
で
す
。

　
　
年
後
に
は
、
北
極
や
南
極
の
氷
が

100
解
け
、
海
水
が
膨
張
し
海
面
が
最
高
で

１
ｍ
上
昇
し
て
膨
大
な
陸
地
が
水
没
し
、

地
球
環
境
に
甚
大
な
変
化
が
生
じ
ま
す
。

　
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
、
脱
炭
素
化

の
取
り
組
み
は
待
っ
た
な
し
で
す
。

　
考
え
や
立
場
の
違
い
を
越
え
て
力
を

合
せ
る
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　（
編
集
委
員
　
前
田
　
治
）

＝ 議会開催予定 ＝

＝ 令和６年能登半島地震に対する義援金について ＝

第２回北斗市議会定例会は６月を予定しています。

このたびの令和6年能登半島地震により犠牲となられました方々のご冥福と、被災された方々に心からお見舞い申し上げます。
市議会では、一日も早い被災地の復旧・復興を支援するため、災害義援金として20万円(1万円×議員20名)を、北信越市議会
議長会を通じて送りました。


